






































































































































































































140 周年である。「Imagine the Future」のキャッチ
フレーズ（グランド・スローガン）の下，「without 












































































































ることも含めて考えてほしいと思う。第 81 条第 1項
が一番の特色であり，小中学校への支援も特別支援
教育の大きな特徴である。
「教えるということ」という本を紹介したが，この
中に「仏様の指」という話が出てくる。教育とは何
か，指導とは何かということで，含蓄のある話が書
かれている。大村先生が考えたのではなく，先生が
恩師から教わったことらしい。ぬかるみにはまった
荷車を一生懸命引いているときに，そっと仏様が指
で押してあげる。荷車を引いていた人は，自分の力
でぬかるみから出られたと達成感をもてる。よく達
成感や支援と言うが，本当の意味は何かを教えてく
れていると思う。
研究所のロゴマークをデザインして中庭にモニュ
メントを作った。碑は，研究所の初代所長の辻村泰
男先生の言葉を引用して，「子どもとともに」をテー
マとしている。今年，障害者権利条約が批准された
記念とし，140 年にわたる特殊教育を踏まえてこれ
からの特別支援教育を創造していこうということで，
「過去には感謝を，現在には信頼を，未来には希望
を」という言葉も添えている。研究所のメルマガの
12 月号でも紹介している。
私はこのように考えたいと思う。特別支援教育は
特殊教育の発展形だと。何も特殊教育をまるまる否
定する必要はない。よいところはよいところとして
引き継ぎつつ，新しい形や新しい姿をこれからの先
生方に作っていってほしいと思う。新しい形を作る
ためには過去を知ることが大事である。この機会に
筑波大学と特総研が何らかの形で連携協力をする仕
組みを作り，特別支援教育の充実に一緒に寄与でき
る活動を創造したいと思っている。
